
製品安全データシート ( 翻訳文、 本文は添付書類）
タングステン電極棒

OSHA ( アメリカ労働省職業安全衛生管理局）
危険物連絡基準　29CFR 1910.1200 に順ずる

基準の詳細につきましては上記基準をご参照ください
社名 ： WELDCRAFT

住所 : 2741 N. Roemer Rd., Appleton, WI 54911 U.S.A.
電話番号 : 800-752-7620

第 1 章　製品概要

第 2 章 - 危険物質

第 3 章 - 特性

第 4 章 - 引火及び爆発の危険性

第 5 章 - 反応性

通称 : 溶接用タングステン電極棒
化学名 : タングステン及び要素
製品の用途 : 溶接時に使用する電極
分類 : AWS A5.12
更新日 : 2009.9.8

重要 ： 本章では製品の製造過程にて使われている物質について述べるもので、 溶接中に発生するガスまたはヒュームに付
きましては第４章で取り上げております。 二酸化トリウムは Superfund Amendments and Reauthorization Act of 1986 
(SARA) and 40 CFR Part 372 Section 313 of Title III におきまして報告義務があります。

本章の危険物質とは OSHA HAZARD COMMUNICATION STANDARD 29 CFR 1910.1200 の定義であり、 必ずしも危険が伴
うとは限りません。

本製品自体は不燃性ですが溶接アーク及び溶接スパークが可燃性物質に遭遇しますと引火する恐れがあります。 詳しくは
第 6 章をご参照ください。

溶接から生じるガスやヒュームの分類には多くの要素に起因します。 溶接ガスやヒュームの成分や量は溶接される金属の
種類、 溶接方法、 電極の種類によって異なります。 溶接に従事される方は、 溶接ガス及びヒュームの量と成分は母材の
表面処理 （塗装、 鍍金、 亜鉛処理等）、 溶接ステーションの数、 溶接室の広さ、 及び換気状態、 溶接時の姿勢 （溶融
池と頭との距離）、 室内に脱脂用の塩素系炭化水素溶剤の気化物の有無が大きく影響する事を承知している事が重要です。
電極棒の消費時に発生するガス及びヒュームの量と成分は第 2 章に記載している量と成分とは異なる事があり、 電極棒の
成分よりも溶接時に発生するガス及びヒュームの成分が重要な要因であります。 従いまして溶接によって生じる分解物は本
製品の分解物のみあらず上記に述べた複数の条件によって発生する分解物となります。
気化物には一酸化炭素及び二酸化炭素を含みます。 溶接の放射線により、 オゾン及び窒素系酸化物等の発生もあります。
溶接従事者が遭遇するガスとヒュームの量及び成分を測定する一つの方法として、 溶接従事者の溶接面内部の空気を測
定する方法があります。 詳しくはアメリカ溶接協会 （550 N.W. LeJeumeRoad, Miami, Florida 33126, U.S.A) の発行物
ANSI/AWS F1.1 をご参照ください。

融点 ： 約 3400℃
沸点 ： 約 5900℃
水溶性 ： 無し
比重 ：Ｈ2O=1.0 に対して約 19.3
放射性アイソトープ ： Th-232

色 ： 銀～灰色
臭気 ： 無臭
蒸気圧 ： 25℃で測定不可
蒸気密度 ： 測定不可
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酸化物の添加、 ％

ThO2: 1.70-2.20

-

LaO2: 1.30-1.70
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LaO2&CeO2: 1.80-2.20



第 6 章 - 健康被害データ

第 7 章 - 取り扱い及び保管方法

第 8 章 - 使用者の保護

-------------------------------------------------------------------------------------------------------

OSHA( アメリカ労働省職業安全衛生管理局） 29CFR 1910.1000 Permissible Exposure Limit （PEL- 許容暴露限度）。 米国
産業衛生専門家会議　(ACGIH)　許容濃度 （TLV[R])

TLV （許容濃度） ： ACGIH （米国産業衛生専門家会議） が忠告致します溶接ヒュームの許容限度は 5mg/m3 が、
ACGIH-1985 の前章におきまして TLC-TWA は一つの参考値であり安全と危険な濃度を分ける絶対値では無い事を明記して
います。
体内に侵入する一般的経路は吸引です。
過剰吸引の影響 : 溶接から発生するガス及びヒュームの過剰吸引は健康に害を及ぼす可能性があります。 短期的な過剰
吸引の症状としてめまい、 吐き気、 鼻、 目、 喉の乾き及び炎症があげられます。 タングステン粉の吸引はな肺への恒久
的悪影響が考えられますが、 毒性は比較的低いものと考えられています。 トリウムは自然界にある放射性元素で、 最大の
危険因子としてはその粉及びヒュームの吸引にあります。 通常の取り扱いにおきましては人体への放射線の影響は低いと
考えられています。 長期間のトリウム精錬及び工業用使用におきまして人体への悪影響は報告されておりません。 長期間
の溶接ガス及びヒュームの人体への悪影響として塵肺になる可能性があり肺疾患に至る可能性があります。
溶接アークは目を傷め、 火傷を生じる可能性があります。 感電は死亡に至る事があります。 第８章をご参照ください。
緊急時と応急措置 ： 医師に連絡をしてください。 赤十字社等が推奨する緊急救命処置を行って下さい。 呼吸が困難な場合
は CPR （心肺蘇生法） を行ってください。
発がん性 ： 二酸化トリウムは NTP( 米国国家毒性プログラム）、 IARC( 国際がん研究機関） 等で発がん性物質と確認され
ています。

作業と衛生の習慣 ： 作業終了時に必ず手及びその他露出していた体の部分を丁寧に洗う習慣を徹底してください。 この製
品を使っている間は飲食を控えてください。 換気を良く取りヒュームや電極の先端を削った時に生じる粉末を吸い込まないよ
うに注意してください。 削った粉末はすぐに除去して床に蓄積されないように注意してください。 蓄積された粉末は引火する
恐れがあり、 またトリウム入りタングステンの粉末の場合は健康に影響する恐れがあります。 酸化トリウム入りタングステン
は通常の取り扱いでは危険性はありませんが、 電極の先端部を削るとき、 粉末を吸引しないように注意しなければなりませ
ん。 酸化トリウム入りタングステン電極棒先端の研磨から生じる粉末はアメリカ合衆国原子力規制委員会にて "Source 
Material"( 原資料） と定義され、 10 CFR part 20 及び 40 により規制されております。 定期的に床を濡れたモップ、 あるい
は防爆装置付の電気掃除機で粉末を除去して蓄積を防ぐ必要があります。 保存と取り扱い方法 ： これらの製品を取り扱う
作業員全てに製品の危険性について講習する必要があります。 電極棒の研磨から生じる粉末は吸引しないでください。 製
品は安定した場所に保管し、 必ず製品明細が分かる様なラベルを貼って注意を促してください。

本製品の取り扱い注意書をよく読んで使用方法を理解してからお使いください。 補足資料としてアメリカ溶接協会 （550 N.W. 
LeJeume　Road, Miami, Florida 33126, U.S.A.. の発行物 「溶接と切断においての安全管理」 と OSHA ( アメリカ労働省職業
安全衛生管理局 U.S. Government PrintingOffice, Washington D.C. 20402） 出版物 2206(29CFR 1910) をご参照ください。
換気 ： 十分な換気を取り、 作業員の呼吸周囲のガス及びヒューム濃度が TLV( 許容濃度） 以下になる様にしてください。
可能な限りヒュームを避けてください。
呼吸保護 ： 室内換気装置で TLV( 許容濃度） 以下の環境が得られない場合はヒュームコレクター付のマスクを使うか、 強
制送空装置付のマスクを使用してください。
目の保護 ： シェード番号１２ ‐ １４以上の濃いフィルターレンズ付のヘルメットをご使用ください。 溶接を行っていない他の作
業員の保護のため保護スクリーンで溶接部を囲ってください。
保護作業衣 ： 放射線、 スパーク、 感電から体を保護するため当局認定の作業衣を着用してください。 保護作業衣は手袋、
溶接面、 腕保護衣、 エプロン、 肩保護衣及び厚手の衣類を含みます。 素手や濡れた衣類を着用の時は電極等絶対に触
らないように注意してください。 廃品の処理 ： 管轄当局の指示に従って廃品の処理を行ってください。

WELDCRAFT 社は本 MSDS （製品安全データシート） に記載されている情報が真実であることを確認いたしますが、 その情
報に基づいての製品保証では無い事をご承知ください。
輸入及び販売業者 ： ラメール株式会社　
〒143-0006　東京都大田区平和島 6-1-1 東京流通センター AW5-1
Tel:　03-5753-4822　Fax:　03-5753-4833　緊急連絡先 （休日及び祭日） Tel:　03-6904-0226

成分

タングステン (W)

二酸化トリウム

二酸化セリウム

二酸化ランタニウム

酸化ジルコニウム

酸化イットリウム

CAS 登録番号

(Chemical Abstract Service)

7440-33-7

1314-20-1

1345-13-7

1312-81-8

1314-23-4

1314-36-9

OSHA PEL

（許容暴露限度）

-

-

-

-

5mg/m3

1mg/m3

ACGIH TWA

（時間加重平均）

5mg/m3

-

-

-

5mg/m3

1mg/m3

ACGIH STEL

（短時間暴露限度）

10mg/m3

-

-

-

10mg/m3


	MSDS_Weldcraft Tungsten_Japanese_P1.ai
	MSDS_Weldcraft Tungsten_Japanese_P2.ai


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


